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著作権 
著作権 ♥ PLANET テクノロジー社の 2010 すべての権利を保有。本書のいかなる部分ないかもしれま

せん  されます 再生、送信、転写、に格納されています 検索システム、または任意の言語に翻訳又は 
コ ン ピ ュ ー タ ー  言語、 任意の形態の又は任意の手段によって、電子的、機械的、磁気的、光学

的、化学的、  手動または そうでない場合は、なし PLANET の書面による事前の許可。 
惑星は本明細書および特定の目的のために、任意の保証、商品性または適合性を放棄した内容に関して、明示

または黙示、一切の保証責任を負いません。このマニュアルに記載されたソフトウェアは、「そのまま」販売

またはライセンスされています。プログラムは彼らの購入後に欠陥があると判明した場合、買い手は（とない

PLANET、その販売代理店、またはそのディーラー）すべての必要なサービス、修理、およびソフトウェアの

欠陥に起因するいかなる偶発的または間接的損害の全体のコストを前提としています。さらに、PLANET は、

この出版物を改訂すると、このような改訂または変更を個人に通知するために本契約の義務なしに内容を随時

変更する権利を有します。 
 

このマニュアルで言及したすべてのブランド名および製品名は、各社の商標および/または

それぞれの所有者の登録商標です。 
 

米連邦通信委員会の干渉ステートメント 

この装置は、FCC 規則のパート 15 に基づくクラス B デジタルデバイスの制限に適合することが見出されてい

ます。これらの制限は、住宅への設置における有害な干渉に対して妥当な保護を提供するように設計されてい

ます。この装置は、生成、使用、及び無線周波エネルギーを放射する可能性があり、指示に従って設置および

使用しない場合、無線通信に有害な干渉を引き起こす可能性があります。ただし、特定の設置条件で干渉が発

生しないという保証はありません。この装置は、オフとオンの機器を投入することによって決定することがで

きるラジオやテレビの受信に有害な干渉を及ぼした場合、ユーザーは以下のいずれかの方法で干渉を是正して

ください。 

1. 向きや移転 受信アンテナ。 
2. 増加する 機器と受信機との間の分離。 
3. コネクト 受信機が接続されているとは異なる回路のコンセントに機器。 
4. 相談します 販売店または経験のある無線技術者。 

 
 
FCC の注意 

継続的なコンプライアンスを確実にするために。（例えば、使用コンピュータや周辺機器に接続する場合のみ）

インターフェイスケーブルをシールド。明示コンプライアンス責任者によって承認されていない変更や改造は、

機器を操作するユーザーの権限が無効になることがあります。 
このデバイスは、FCC 規則のパート 15 に準拠しています。操作は次の 2 つの条件に従うもの：（1）この装

置は有害な干渉を引き起こさないこと、及び（2）このデバイスは、任意の干渉が、望ましくない動作を引き

起こす可能性のある干渉を含む、受け入れなければなりません。 
 
連邦通信委員会（FCC）放射線被ばくに関する声明 

この装置は、制御されていない環境のために設定された FCC 放射線被曝に準拠しています。FCC 無線周

波数暴露限度を超える可能性を避けるために、アンテナに対するヒト接近は、通常動作時 20cm 未満（8
インチ）でなければなりません。 

 
 
 
安全性 

この装置は、インストールし、それを使う人の安全のために最大限の注意を払って設計されています。電

気機器を取り扱う際には、しかし、特別な注意は、感電や静電気の危険性に注意を払わなければなりませ

ん。こののコンピュータ製造のすべてのガイドラインは、したがって、機器の安全な使用を確保するため

に、すべての回で許可されている必要があり。 
 
 
CE マーク警告 

これはクラス B 製品です。家庭環境では、この製品は、ユーザーが適切な対策を取る必要がある無線干渉

を引き起こす可能性があります。 



WEEE 規制 
に 電気電子機器に含まれる有害物質の存在の結果として、環境と人間の健康への潜在的影響を避け

るため、電気・電子機器のエンドユーザーは、交差アウト輪ビン記号の意味を理解する必要があり

ます。ソートされていない一般廃棄物として WEEE の処分と別に、このような WEEE を収集する

必要はありません。 
 
 
 
省エネ注意 デバイスの 

 

 

このパワー必要なデバイスは、モード動作により、スタンドをサポートしていません。 
省エネのために、DC プラグを取り外したり、電源回路からデバイスを切断する OFF 位置にハードウェアの電源

スイッチを押してください。 
デバイスの DC プラグを除去又はオフすることなく、装置が依然として電源回路からの電力を消費します。エ

ネルギーを節約し、不要な電力消費を低減する観点からは、強くオフにするか、このデバイスがアクティブで

あることを意図していない場合は、デバイスのための DC プラグを除去することが提案されています。 
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1. 製品説明 
 

ネットワークビデオレコーダーは、監視システム内で使用するために設計されてお

り、システムでネットワークカメラからの記録とプレイバック映像を実行していま

す。これは、繰り返し上書きして撮影した画像が記録画質の劣化を経験しないよう

に、代わりにビデオテープを使用してのカメラの映像を記録するために、ハード・

ディスク・ドライブを使用した記録装置です。8 まで（NVR-1610 の場合）または

16（NVR- 810 用）カメラは NET-仕事を介して接続することができ、彼らのカメ

ラの映像を記録することが可能です。設定を実行したり、ネットワーク、またはリ

モートコントローラに接続された PC にインストールされている Web ブラウザを

使用して NVR を操作することが可能です。録画したビデオを PC でリモートサイ

トから再生することができます。4 パソコン（Web ブラウザ）まで同時に本機にア

クセスし、設定を行うと、本機を操作することが可能であることができます。

NVR は、ほとんどの主要なブランドのカメラと、自動的にシステムを拡張する際

に大きく、ユーザーの手間を減らすことができ、ネットワーク上で利用できるカメ

ラを検索し、見つけるための能力と互換性があります。 
 
 

1.1 製品の特徴 
• 同時録音やライブビデオストリーム 
• 8/16 の手動またはスケジュール録画 同時に IP カメラ。 
• サポート M-JPEG / MPEG-4 / H.264 圧縮 
• Web ベースおよびユーティリティを管理 簡単設定のための 
• ビデオ解像度アップ HD（1920 * 1080）へ 
• サポートアップ NVR、最大 16 まで。管理ソフトウェアとの 256 チャンネル 
• 自動回復し、記録に自動電源オン 
• サポート リアルタイムクロック（RTC） 
• ギガビットイーサネットポート 
• 双方向 オーディオ機能 
• ビデオ リサイクル機能は、ビデオが 7 月 24 日に記録しておくなります 
• ウェブとユーティリティの設定で E-Map インタフェース 
• 自動管理ソフトウェアによって発見します 
• 外部 UPS をサポートしています 
• スマート IP カメラ検索 
• AVI 形式へのエクスポートレコードのビデオファイル 
• 主要なブランドに準拠。アクシス、パナソニック、ソニー、惑星、キヤノンとよ

り 
• ひるみ 6.1、アンドロイド、シンビアン S60、iPhone、ブラックベリー4.6

での携帯電話のリモートビューをサポートしています 
• LED 接続された IP カメラの状態を表示するための指標 
• サポートされている DI / DO / RS-232 / RS-485 インターフェース 
• 複数言語のサポート 
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1.2 システム要求 
 

ERATE ネットワークビデオレコーダー（NVR）を OP-するためのシステ

ムの最小システム要件は次のとおりです。 
 

オペレーティング·システム 

Microsoft®Windows®の 2000 Professional の、Windows®XP の

Professional の（32 ビット）または Windows®のサーバー2003（32 ビッ

ト） 

ブラウザ 

上記の Microsoft Internet Explorer 6 または 

CPU 

最小 インテル®Core 2 Duo プロセッサ E 6300 2。8 GHz 以上（Core2 の

クワッドが推奨されます） 

RAM 

RAM の最低 1 ギガバイトは、上記の 2 ギガバイト以上を推奨します 

ネットワーク 

最小 10/100 イーサネット（ギガビットイーサネットが推奨されます） 

グラフィックアダプタ 

スタンドアロン AGP または PCI-Express の、128 メガバイトの RAM、最

小 1024×768、16 ビットカラー。（256 メガバイトが推奨され、我々は非

常にソフトウェアの完全な経験を得るために、1024×768 の解像度を超え

る動作するようにお勧めします） 
 

。お使いのディスプレイの DPI 設定を 96DPI でデフォルトに

設定されていることを確認してください 
。 、DPI 値を設定し、デスクトップ上で右クリックし、「設定」タブ

を選択します>> 「詳細設定」>>「一般」 
 

1.3 パケットの内容 
 

• 1×NVR 
• ×1 電源コード 
• 1×RJ-45 ケーブル 
• 1×CD-ROM 
• 1×クイックインストールガイド 

 
 
 
 
 
 
 

英
語
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1.4 仕様 
 

製品 NVR-810 NVR-1610 
一般的な 
OS 組み込み Linux 
イーサネット 1×RJ-45、10/100/1000 ベース-TX 
USB インタフェース バックアップデバイスとファームウェアのアップグレー

 ストレージデバイス 2×3.5” SATA ハードディスク 
ボタン 電源、リセット、 ブザー 

 
 

LED ディスプレイ 

1 x 電源 
1×ステータス 
1 X LAN 
2 X HDD 
1×アラーム 
8×IP カメラ 

1 x 電源 
1×ステータス 
1 X LAN 
2 X HDD 
1×アラーム 
16×IP カメラ 

ビデオ 入力 8 台のチャンネル IP カメラ 16 チャンネル IP カメラ 
録画モード マニュアル、スケジュール、イベント 
E-地図 Web ブラウザ、CMS ユーティリティ 
ネットワーク サービス TCP / IP、DHCP、DNS、HTTP、FTP、NTP、SMTP、

 ネットワーク ファイルプロ

 
Microsoft ネットワーク （CIFS / SMB）、インターネッ

  
 
管理 

Web ベースの管理ネット
ワーク・タイム プロトコ
ルの複数のユーザーアカ
ウント 
E メール通知 シ
ステムログのファ

 
ユーザー インタフェース Web ブラウ

ザ CMS ユー
 

複数言語 英語、イタリア語、日本語、ポルトガル語、ス
ペイン語、繁体字中国語、簡体字中国語 

力 100〜240V AC、1.4A /マックス。50 / 60Hz の 
消費 90W 
動作温度 0〜45 度 C 
Storage 温度 -40〜70 度 C 
湿度 0〜90％ （非条件） 
重量 2.98 キロ 
外形寸法（W X D X H） 240 X 218 X 72 ミリメートル 
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1.5 フロントパネル 
 
NVR-810 

 
 
NVR-1610 

 
 
 
1.6 LED の定義 

 
 

 
 
HDD ×2 

緑 ハードディスクが搭載されている緑色の点灯 
そしてアクセスされています 

赤 ディスクのソリッドレッドの FAIL 

アンバー ディスクはリサイクル時に点滅記録し
ている黄色の点灯 

 
ネットワ

ーク 

アンバー 1G の BPS ネットワーク上のアクティビティのため

 
緑 10/100 Mbps の上での活動のための緑色の点灯 

ネットワーク。 
 
 
 
状態 

アンバー ファームウェアのアップグレード中に点滅 

 
緑 

正常な動作のために緑色を表示します。ファ

ームウェアのアップグレードがあるときに緑

色に点滅 
 赤 失敗したファームウェアのアップグレードのための赤

点滅します   緑 通常動作 
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赤 システム オフ（電源アダプタが接続されたま

ま） 

アンバー デバイスを示すオレンジに点滅して初期化されます 

警報 赤 アラーム発生時に点滅 

なし アラームがリセットされた場合 
 

 
カメラ 
LED の 

緑 いかなる場合や記録の活動に接続ライブ、緑色固
体 

アンバー 点滅する琥珀色、手動またはイベント記録が行わ
れています 

アンバー 固体アンバー、スケジュールまたは連続記録が行わ
れています 

赤 記録があります セットが、カメラからビデオなし 
 
 
 

1.7 I / O ポート 
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ピン 信号 
1 DC に 
2 GND 
3 アラーム入力 1 
4 アラーム入力 2 
5 アラーム入力 3 
6 アラーム入力 4 
7 アラーム入力 5 
8 アラーム入力 6 
9 アラーム入力 7 
10 アラーム入力 8 
11 アラーム 1 アウト 
12 アラーム 2 アウト 
13 警報 3 アウト 
14 アラーム 4 アウト 
15 RS-485 + 
16 RS-485  -  
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2. ハードディスクをインストールします 
 

1. 削除 側のネジ。 
 

  
 

2. それを持ち上げた後、前方のトップ住宅を押してください。 
 

  
 
 

3. HDD トレイに HDD を挿入します。SATA は私を接続するまで HDD を押してく
ださい s が正しく接続されています。 

  
 
 

• NVR は、SATA I または SATA II ハードディスクをサポートしています 

• NVR は、最大をサポートしています。ハードディスクあたり 1.5TB、それが 2

台のハードディスク（3TB）の合計をサポートしています 



4. HDD のネジで HDD をロックします。 
 

 
 
 

5. 上部ハウジングバックを置き、底部ハウジングで固定します。 
 

 



3. NVR に接続します 
あなたが NVR に接続することができ、以下の異なるネットワークのセ

ットアップの推奨方法があり、様々な方法があります。 
 

。NVR は、中に配置され DHCP サーバとネットワーク：「デバイスの検索」

ユーティリティを使用して NVR に接続します。 
。 NVR は DHCP サーバなしでネットワーク内に配置されている（また

はあなたが直接それに接続されている）：アクセス NVR そのデフォル

ト IP（192.168.0.20）で。 
 
 
3.1 つかいます デバイスの検索ユーティリティ 

 
NVR は、中に配置されている場合 企業ネットワークまたは DHCP サーバーが

すでに提示されたローカル・エリア・ネットワークは、同梱 CD ディスクから

「デバイス検索」ユーティリティをインストールしてください。 
 
 

 
 
 

、発売を開始するには CD から「デバイス検索」ユーティリティとインストール

を続行します。 
 
 



 



「次へ」をクリックしてください。 続ける。 
 

 
 

「インストール」をクリックしてください。 インストールを開始します。 
 

 
 

一度 インストールが完了すると、「完了」をチェックしてください。 



 

 
 

行ってください 検索ツールを実行するために=>プログラム=> NVR =>検索

NVR を起動します。その後、ユーティリティがネットワークを検索し始める

でしょう。 
 

 
 

NVR は位置しており、その IP アドレスする必要があります 表示される必要が

あります。それをダブルクリックして、プログラムが自動的にデフォルトのブ

ラウザから NVR の Web 管理ページにアクセスしてください。 
 

 



あなたは、NVRの変更される可能性があり ボタンをクリックすることにより、

IP アドレスは以下の強調表示しました。 
 

 
あなたは、プロンプトが表示されます デバイスの IP アドレスを変更する

ために進む前に、NVR のログイン情報のため。 
 

 

 

あなたはをクリックすることができます ボタンを再度検索を実行するには、以下

の強調表示しました。または NVR のウェブ AD-奉仕ページにアクセスするには、

検索結果のいずれかをダブルクリックします。 
 
 
 

 

検索を実行 再び ACCESS NVR の Web 管理ページ 
 
 

あなたは、プロンプトが表示されなければなりません NVR のユーザー名とパ

スワードを入力するため。デフォルトのユーザ名に「admin」、パスワード

「admin」を入力し、システムを入力して「OK」をクリックします。 
 

 



3.2 デフォルト IP アドレスによるアクセス NVR 

目電子 NVR は、あらかじめ設定された静的 IP アドレス「192.168.0.100」が

付属しています。ネットワークに提示 DHCP サーバがないときしかし、それ

だけで使用されています。あなたのスイッチやハブに NVR と PC を接続し、

またはクロス CAT5 イーサネットケーブルを使用して NVR に直接 PC を接続

します。 
 

 
 

NVR に直接接続されている PC（又は同じローカルエリアネットワーク内で

は）、それから IP を受けるべきです。単に NVR デフォルトの IP アドレスを

Web ブラウザから NVR にアクセスします。 
 

 
 

君は ユーザー名とパスワードの入力が求められなければなりません。デフォ

ルトのユーザ名に「admin」、パスワード「admin」を入力し、システムを入

力して」OK」をクリックします。 
 



 



4. ライブビュー 
 

 

ザ・ 8 チャネル NVR は、大きなウィンドウ上の一つのビデオディスプレ

イと 8-ビデオウィンドウを分割ビューが付属しています。大きな分割ウ

ィンドウにその映像を表示するために、ドロップダウンメニューからチ

ャンネルを選択します。あなたはまた、より大きなウィンドウにその映

像を表示するために小さいもののいずれかをダブルクリックすることが

できます。 
 
 

「ライブビュー」ページには、以下の機能を提供します。 
 

。 カメラのを取得 ビデオストリーム 
。 カメラのを取得 状態 
。 ライブシーケンス表示を行います 
。 PTZ コントロール 
。 PTZ プリセットシーケンスの視聴を行います 
。 行います マニュアル録画 
。 スナップショットをとる 
。 の音声を受信 ビデオストリーム 
。 オーディオを送信 
。 コントロール「ブザー」 
。 変更の Web UI の表示言語 



4.1 検索します カメラのビデオストリーム 
 

カメラリストが展開され、ライ

ブビューページに表示されます。 
 

。 で動画を表示するには、

「すべて」をクリックしてく

ださい インクルード 
8 ビデオモード（NVR-810）

または 16 ビデオモード

（NVR-1610）。 
 

。 クリック 「グループ」（例：

グループ 
1） クワッドビューでそのグ

ループの下にカメラからの映

像を表示します。 
 

。シングルビューモードで

映像を表示するために任

意のカメラをクリックし

ます。 
 
 
4.2 検索します カメラの状態 

カメラリストには、各カメラの現在を表示することができます  状態。

各ステータスは、異なる色で表され、その意味は左側に説明されて

います。 
 

              カメラが接続されています 
 

              カメラが接続されていません 
 

             カメラは、現在の実行記録であります 
 
 

4.3 シーケンスを実行 観覧 
シーケンス図は、あなたがそれらを一つずつ選択することで、自動的に順

番に特定のカメラからの複数のビデオストリームを表示することができる

機能です。 
に 左上隅から「シーケンス」を選択し、シーケンス図を行います。次に、

シーケンスの視聴のための 1 つ以上のカメラ（複数可）又はカメラ基（複

数可）を選択 
 



 



次に、ドロップダウンメニューからドウェル間隔を選択 
 

 
 

最後にクリックし、「開始」シーケンスの視聴を開始します 
 

クリック 「すべてのチャンネル」すぐに利用可能なすべてのチャンネルを選

択して、シングルビューモードでシーケンス図を開始します。 
 

クリック  迅速な利用可能なすべてのグループを選択して、クワッドビュー

モードでシーケンス図を開始するには、「すべてのグループ」。 
 

それとも単純に希望のチャンネルを選択し、キーを押し、「スタート」シー

ケンス図を開始します。 
 
 
 
 

4.4 PTZ コントロール 
PTZ 制御は、パンチルト、ズームする機能を提供します PTZ カメラ

と同様にカメラのフォーカスやアイリスを調整する能力。 
 

 
 
 

現在、ライブビューのために選択されているカメラ（複数可）PTZ]ドロ

ップダウンメニューに表示されます。単に選択カメラは、カメラを制御

するための PTZ コントロールパネルを使用します。 
 
 

 
 
 

以下に示すバーは、パン/チルト速度を制御することができます。 
 

 



4.5 PTZ プリセットの表示を行います 
「プリセット」セクションで提供される 3 つの機能があります。 

 
。 特定のカメラのプリセットポイントの視聴を行います。 
。 オートは、特定のカメラをパン。 
。 プリセット点列の表示を行います。 

 
 

 
 

プリセットポイントの表示 
 

選択して起動します ドロップダウンリストから PTZ カメラ： 
 

 
 

その利用可能な PTZ プリセットポイントを以下に示すドロップダウ

ンリストに表示されます。 
 

 
 

ドロップダウンリストからプリセット位置を選択し、その

位置へのライブビューを移動する「に進みます」をクリッ

クします。 



オートパンの表示 
 

選択して起動します ドロップダウンリストから PTZ カメラ： 
 

 
 
 

つかいます オートパンのコントロールボタンは、左、右のパン、

オートパンを停止します。 
 
 
 

オートパン 
 

* 一部のカメラはサポートしていま

せん。 双方向のパンの動き。その

ようなカメラは、「オートパン」

ボタンを使用してください。 
 
 
 
 

パンライト 
 
 
プリセットポイントシーケンスの表示 

 
この機能は、あなたがそれらを一つずつ選択しなくても、カメラ

の複数のプリセットポイントのビデオを表示することができます。

あなたが定義した後インクルードは、「カメラの設定」のプリセ

ットポイントを好みます 
=>「PTZ プリセットシーケンス」 「設定」メニューの下に、ここ

で「スタート」をクリックし、レコーダーは、あなたが「停止」

をクリックするまで、自動的に順番にそれらのプリセットポイン

トからの映像を表示するために開始されます。 

 
 
 
 

パン 左 
 

スト

ップ

 



4.6 ライブビデオコントロールボタン 
 

各ライブビデオウィンドウには、以下の機能を備えたコントロールボタン

が付属しています： 
 
 

 
 

     ライブビデオのスナップショットを取

ります。     のオン/オフオーディオ

をオンにします ライブビデオ。 

     ライブ映像（手動録画）の記録を停止/起動します。      オ

ーディオ ポスト機能。 

     私のお気に入りのチャンネルを表示します。（NVR-1610 に関してのみ） 

     私のお気に入りのチャンネルを編集します。（NVR-1610 に関してのみ） 
 
 

 
 
 
 

       元の比率でのライブビデオの表示ビデオの

フルスクリーン表示 



ライブビデオのスナップショットを取ります 
に  ライブビデオのスナップショットを取得、クリックしてください 

  ボタンと ビデオのスナップショットは、以下のように示すポップア

ップウィンドウに表示されます。 
 
 

 
 

画像上の任意の場所を右クリックし、「Save]を選択 プルダウンメニュ

ーから「などの画像。 
 
 

ポップアップダイアログでは、画像ファイルに名前を付けて画像を保存

すると、「保存」をクリックされるディレクトリを選択します。 
 

 



フルスクリーライブ映像の n 個のビュー  

表示するには フルスクリーンでのビデオ、クリックしてください イン

クルード   ボタン。フルス

クリーンビデオを終了するには、ビデオの任意の場所をダブルクリック

します。 
 
 

/のターンオンライブビデオのオーディオ F  

君は  特定のカメラからの音声を取得することができます。単純にクリ

ックしてくださいインクルード    そうするボタン。  

ザ・  オーディオがオンされると、ボタンが異なる色で表示されます。 

     クリック それが再びオーディオをオフにします。  

     あなたは一度チャンネル一度オーディオをオンにして  

 
スタート /サントライブビデオの p 個の記録  

あなたは manuall することができます y が使ってライブビデオの録

画を開始または停止します インクルード       ボタン。 

butto 記録を手動で開始されると、n 個の異なる色で表示されます。   

          クリック    その上で、再び録音を停止します。 

オーディオポスト  
 

この function が、ユーザがマイクロフォンを通じて PC から話すこ

とを可能にすると音声は、それに接続されたスピーカを持っている

カメラ側の IFIT で再生することができます。 



4.7 変化する Web UI の表示言語 
次のことができチャン右上隅にある現在のログインユーザー名のリン

クからウェブ UI の表示言語を電子。リンクをクリックして使用すると、

表示言語を変更することができ、ユーザーだけでなく、ドロップダウ

ン・メニューの詳細情報を表示する新しいウィンドウを開きます。 
 

 
 
 
 
 

 



5. 再生 
 
 
 

 
 

再生があります 以前に選択した記録方式によって記録またはイベントトリガ

ーによるされた 1 つまたは複数のビデオを再生することを可能にする機能。

NVR はあなたがすぐに必要な素材を見つけるのを助けるために提供され、最

大 4 つのチャンネルと検索方法の様々なタイプから、同期再生を提供してい

ます。 
 

あなたはのオーディオオンまたはオフにすることができます お好みで記録した

映像音声も映像の記録中に記録された場合。 
 

再生映像をフルスクリーンで表示することができ、スナップショットの間に

採取して保存することができます ビデオ再生。 



5.1 再生動画を検索する方法 
NVR はすぐに、ユーザーが以前に記録した動画を見つけやすくするた

めに、3 つの方法が用意されています： 
 
 

- 時間で検索：時間範囲を指定し、その範囲内に録画したビデオ

を検索します。 
 

- イベントで検索：によるイベントのトリガーに記録した動画を検索します。 
 
 

- によって再生 開始時刻：ビデオは、ビデオの再生を開始するた

めに記録された特定の時刻を入力します。 
 
 

タイムチャートで検索 
 

。あなたは上の検索を実行したいと思いますどのチャンネル（複数可）

を選択して起動します。 
 

 
 
 

*選択したチャンネルは赤でマークされます    

。 検索を開始するには、「検索方法」から「タイムチャートで検索」を選

択し、リストをドロップダウンし、「移動」をクリックします： 
 

 



。 結果だろう その後、これらの日付で見つけた動画を表す青色でマー

クされ、「日付/チャンネル」の表とボックスに表示されます。 
 

 
 

。 任意の青いセルボックスをクリックした場合時間/チャネルテーブル

にあなたを指示する必要があり その日の間に記録された複数の動画

がありました： 
 
 
 
 

* ビデオ 同じ日に記録されている他のカメラか

らも表示されます。 
 

* 動き クリックせずに特定のセルボックス上で

マウスカーソルを使用すると、サムネイルの小

さな NA play-バックビデオのプレビューを提供

します。 



。 あなたが持っている場合は、セルボックスをクリックしてもう一度ビデ

オを再生を開始します 検索結果の末尾に達しました。 
 

 
 

。 同時に記録された他のカメラから見つかったビデオも再生されます。 
 
 

サーチ イベントによって 
 

。あなたは上の検索を実行したいと思いますどのチャンネル（複数可）

を選択して起動します。 
 
 

 
 
 
 
 
 

選択したチャンネルは赤でマークされます。 
 

 



。「検索方法」ドロップダウンリストから、「イベントで検索」を選択し、

検索を開始するには、「移動」をクリックします。 
 

。 結果だろう 次いで、（最も古いレコードをトップダウン表示）を以下

に示すもののように記載されていること。再生を開始するには、特定の

結果をクリックします。 
 
 
 

*あなたは、次の 15 件の結果を表示するには、

「次検索」をクリックすることができます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

。 あなたはまたしてもよいです 検索し、上からの結果を表示するための

新しい開始時間を指定します。あなたは（最大 30）を一度に表示さ

れる結果の数を制限して、再度検索を行うことができます。 
 
 

 



特定の時間で再生 
 

あなたが知っている場合は記録が行われたとき、あなたは「検索方法」

ドロップダウンリストから「開始時間によって再生」を選択すること

もできます。 
 

 
 
 

その後、録画したビデオのための特定の時刻と日付を入力するように求めら

れます。 
 

 
 

使用  ボタン 月、日、年を選択します。 

 
 

サーチ イベントによって（最近） 
この関数は、すぐに最新の結果のトップダウン表示し、選択したチャンネ

ルから最新のイベント録画が表示されます。あなたは、最新の結果を表示

するには、リストを更新するには、「更新」をクリックしてください。 
 
 
 



 



5.2 AVI ファイルへの書き出し再生ビデオ 

ユーザーは、エクスポートすることができます ローカルコンピュータに

NVR-1610 に保存された記録再生の動画とは、AVI ファイル形式で保存します。

ファイルには、そのような VLC プレーヤーや Windows メディアプレーヤー

などのサードパーティ製のメディアプレーヤーで PC 上で再生することがで

きます。 
 
 

あなたが前 vious セクションで説明する手順で録画したビデオを見つけたら、

エクスポートするビデオのビデオウィンドウの「エクスポート AVI」ボタン

を押してください。 
 

 
 
 

新しいダイアログがポップアップ表示されますし、エクスポートしたい

ビデオの時間枠（または長さ）を指定することができます。 
 

 
 
 
 

クリック      ボタン  あなたは、月、日、年を指定助けるためにカ

レンダーをプルダウンします 
 

 



特定します テキストボックスに数値を入力することにより、ビデオの開始

と終了時間。 
 

 
 
 
 

ヒット エクスポートを開始するには、「スタート」ボタンをクリックし

ます。\パーティション：ファイルは自動的に C の下に名前を付けて保存

されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 

プロセスが正常に完了すると、画面に通知されます 
 

 
 
 

 
エクスポートされた AVI ファイルは、C パーティションの下に保存されます。 

* ffdshow のは、Windows Media Player でエクスポートした AVI ファイ

ルを再生するために必要とされます。あなたはでそれを得ることがで

きます「http://sourceforge.net/prOjects / FFD-SHOW- トライアウト！

ffdshow_beta6_rev2527_20081219.exe 『」ダウンロードします』。 

http://sourceforge.net/projects/ffd-show-
http://sourceforge.net/projects/ffd-show-


6. システムのセットアップ 

6.1 システム構成 

「システム構成」ページでは、迅速かつ適切に設定するために、デバイスを

ユーザーの選択肢を提供します。適切にすべてのサブページのすべての設定

を設定した後、ユーザーがネットワーク上のカメラを管理する準備ができて

完全に動作するネットワークビデオレコーダーを期待するべきです。私たち

は、それはあなたのネットワークで正しく動作することを確認するために、

そのネットワークの設定を構成することによって開始します。次に、我々は

ビデオが正しいタイムスタンプを持つレコーダーになりますので、あなたは、

システムの時刻を調整するのに役立ちます。より良い不要な妨害のためのシ

ステムを確保するために、我々は、システム管理者以外のユーザーによって

変更されます設定を防ぐために、ユーザーのアカウントと権限の設定に関す

るご案内します。最後に、我々はあなたがハードディスクをインストールし、

どのようにビデオ録画用のハードディスクを準備した後、期待すべきかを教

えてくれます。 
 
6.1.1 ネットワーク設定 

 

 

あなたは必要とします デバイスがネットワークに正しく動作するために、こ

のページで設定を調整します。レコーダーは、ローカルエリアネットワーク

を介して投与することができ、カメラはそれから接続することができるよう

に、ここでの設定は、ネットワークの構成に基づいて正しく設定されている

ことが重要です。 
 

デフォルトでは、レコーダが DHCP から IP アドレスを取得するように設定さ

れています サーバは、それはほとんどのネットワーク環境で十分であるべき

であり、最も可能性の高いあなたは、このページには何も変更する必要はあ

りません。レコーダーを検索するには、単に 13 ページで説明した手順で IP 
Utility を使用しています。 



あなたは、ローカルエリアネットワークに静的 IP アドレスを使用するよ

うにレコーダーを設定したい場合は、 
 

1. 「接続タイプ」ドロップダウン・メニューから「静的 IP」を選択します。 
2. レコーダーのための IP アドレス、サブネットマスク、デフォルトゲ

ートウェイアドレスと DNS サーバーのアドレスを入力します。 
3. 「DHCP サーバー」であれば下の「DHCP サーバー」を有効にします すで

にネットワーク内に DHCP サーバがある場合は、DHCP サーバとしてレコ

ーダーを使用する、または無効のままにしたいです 。 
4. クリック 設定を有効にするために適用されます。 

 
 
 

レコーダーは起動時に DHCP サーバの存在を検出することができます。

これは、現在ネットワークに提示 DHCP サーバがない場合は、静的 IP アド

レスを使用するように自身を設定します。その DHCP サーバ機能は、後で

ネットワークに接続されたカメラに IP アドレスを割り当てることが同時に

オンされます。あなたが別の DHCP サーバーを使用したい場合は、手動で

DHCP サーバ機能をオフにすることができます。 
 

      
再起動するレコーダーが必要となるレコーダーの IPアドレスを変更します。設定を有効にするには、「 システムのオプ
ショ ン」>>「 メンテナンス」 の下にデバイスを再起動します。  



6.1.2 時刻と日付 
 

 
 

お住まいの地域に応じたタイムゾーンを選択することで、時間と日付を設定

します。あなたが以下のエラーを回避するために、正しくレコーダーの時刻

を設定することが不可欠です。 
 
 

• 再生動画の不正な表示時間。 
• 一貫性のない表示イベントログの時間とするとき、彼らが実際に起こります。 

 
 

選択した後、 タイムゾーンは、レコーダーの時刻を設定するには、以下のオプショ

ンを選択します。 
 
 

• マニュアル  - ドロップダウンリストを使用して手動で時刻を設定します。 
• 同期 NTP サーバとの  - 有効な NTP サーバのホスト名または IP アドレス

を入力して、レコーダーは「更新間隔」ドロップダウンメニューを使って、

レコーダーで時刻を同期する頻度を設定します。 
• との同期 パーソナルコンピュータ  - あなたが現在レコーダーへのアクセ

スに使用している PC とレコーダーの時刻を同期するには、このオプショ

ンをチェックしてください。 



6.1.3 ユーザーアカウント 

レコーダは、同時に複数のユーザがアクセスすることができます。あなたは、

追加、削除、およびユーザー情報整理を保つために、このページで提供される

オプションを使用してユーザーを編集することができます。各レコーダーは内

蔵の「管理者」アカウントのパスワードで「管理者」が付属しています。非常

にあなたの最初のログイン時にパスワードを変更することをお勧めします。 

 
「管理者」アカウントのパスワードを変更するには： 

 
1. クリックしてハイライト アカウントリストで「管理者」アカウ

ントと「編集」をクリックしてください。 
2. その情報は、「ユーザーアカウント情報」に表示されます。 
3. 入る 「パスワード」フィールドに新しいパスワードを入力し、

「パスワードの確認」にもう一度入力します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新しいユーザーを追加するには： 
 

• 入る 「ユーザーアカウント情報」にユーザー名とパスワードを入力します。

他のすべてのフィールドは、あなた自身の参照のためのオプションです。 
• 選択 「グループ」ドロップダウンメニューからグループを特定のグループに

新しいユーザを割り当てます。 
• ご希望の場合は、アカウントの簡単な説明を入力します。 



• クリック 設定を完了するために、「適用」。 



メニュー 

名 

6.1.4 グループ権限 

グループ権限を使用すると、管理者以外のユーザーがアクセスするレコーダー

が必要な場合は、状況に複数のカスタマイズされたアクセスポリシーを作成す

ることができる場所です。あなたは、グループを作成することによって、そう

した後、特定の構成ページやカメラのアクセス権限を削除することができます。

作成し、このグループに割り当てられているユーザーではなく、完全な管理権

限のアクセスが制限されます。 
 

 

レコーダーは、「管理者」と「ゲスト」のアカウントを除き、7 ビルトイング

ループと 5 内蔵の権限プロファイルが付属しています。他の 5 つのグループに

は、完全にカスタマイズされているか、単にデフォルトの特権プロファイルの

いずれかのグループを割り当てることができます。ただし、「管理者」アカウ

ントに複数のユーザーを割り当てることができますもし あなたはそうすること

を望みます。ゲストアカウントは、「ライブビュー」ページで、「表示のみ」

の権限が付属しており、このグループのユーザーは、「ライブビュー」ページ

で変更を加えるために力を持っているか「以外のページへのアクセス権を持っ

ていませんライブビュー」ページ。 

グループを作成するには、「グループ」ドロップダウンからグループを選択します。 
 

 
〜を変えることができます 「グループ名の変更」ボタンをクリックして、

グループ名。新しいグループを入力するためのテキストボックスが表示され

ます。 

 
 
 

あなたはこのグループが「特権の種類」ドロップダウンメニューから持ちたい

権限の種類を選択してください。 
 

 
そのアクセス特権は、表示されます。あなたは、チェックボックスを使用して



の代わりに、デフォルトを受け入れることが可能か、他のカメラへのアクセス

を拒否することにより、その設定を変更することができます。 



 

 
 
 
 
6.1.5 ディスクセットアップ 

あなたがレコーダーにハードディスクをインストールしたら、あなたはそれが

記録するための準備ができるように、それを初期化する必要があります。あな

たは、このページに設置されたディスクについての基本的な情報を得ることが

できます。 
それを初期化するには、単に「書式」ボタンをクリックしてください。 

 
 

 
 
 
 

また、外付け USB を接続することができます ファームウェアの

アップグレードのためのレコーダーに親指ドライブ。 
 

   レコーダーにハードディスクをインストールする手順については、10 ページを参照してく

ださい。 
   ディスクに関する詳細な情報を入手するには、「 システムオプショ ン」 >>「 ディスク状態」 に進みます。 



6.2 チャネル コンフィギュレーション 

6.2.1 カメラを追加 
NVR は、新しいカメラを追加するための 2 つのオプションが用意されていま

す。ユーザーはレコーダーが自動的にカメラを見つけてみましょうするための

オプションを持っているか、カメラの情報を入力し、それを手動で追加するこ

とが可能です。 
 

 
オートマチック サーチ： 

 
1. 「検索」ボタンをクリックしてください カメラの検索を実行します。あな

たは、検索が正しく機能するためにはアクティブコントロールコンポーネント

をインストールするように指示されなければなりません。先に行くと、「イン

ストール」をクリックしてください 
 

 



2. 後に つまり、検索が開始する必要があり、そのステータスが表示されるはず

です。 
 
 

 
 

3. カメラが記載されていると簡単に選択する必要がありますが見つかりまし

た リストを押し、「設定」からカメラ。 
 

 
 

4. 情報が「カメラ情報」セクションに表示されなければならない対応です。

そのユーザー名とパスワードを入力し、チャネル ID を選択して、カメラに名

前を付けます。 
 

 
 

5. クリック レコーダーとカメラ間の接続を確立するために、「検出」。接続

が正常に確立した場合は、カメラのデ尾情報をポーリングし、以下のように表

示されるはずです。 
 

 
 

6. あなたが希望する場合など...そのビデオフォーマット、フレームレート、解

像度やビットレートを調整します。また、カメラのライブ映像をプレビューす

るには、「プレビュー」をクリックすることができます。 
 

クリックして「追加」 カメラの追加を完了します。 



       
カメラは、検索結果に「 *」 が付いている場合は、それらのカメラがすでに設定してNVRに接続されていることを意味
します。  

 
 

 
 
 

加えます カメラを手動 
 

単に 上述の命令に従う代わりの「検索」機能を使用して、手動で「カメラ情

報」にカメラの IP アドレスと資格情報を入力し、ステップ 5 と、上記の 6 に

従ってください。 
 
 
 
 

 
手動で入力します。 

2
 

1
 



6.2.2 OSD の設定 

OSD（On Screen Display）表示は、ユーザーが情報テキストメッセージを追

加し、ビデオにそれを埋め込むことができます。デフォルトでは、この機能

がオフになっています。一本の以上の動画にテキストを追加します。 
 

1. あなたがテキストを追加し、「ディスプレイの OSD」を選択したいカメラ

を選択します。 
 

 
 

2. あなたも希望の場合は、1 つのまたは複数の表示オプションを選択します。 
レコーダーは、自動的にシステム時刻またはあなたのためにフレームレート

を埋め込むことができます。または単にあなた自身のカスタムメッセージを

表示するように選択します。 
 

 
 

3. 次に、場所を定義 テキストは、X / Y は、ドロップダウンメニューから、

システムの事前定義された座標位置または使用入るのいずれかで表示されま

す。 
 

 
 

4. クリック 「プレビュー」ボタンは、あなたの設定のプレビューを表示し、

設定を保存するには、「適用」をクリックします。 
 

。彼らはビデオについての視認できるよう

にテキストは、異なるサイズ、色やフ

ォントを変更して調整することができ

ます。 
 

 



6.2.3 PTZ プリセット設定 

レコーダーは、PTZ カメラをサポートし、複数のプリセットポイントを設定し

たり、カメラに設定されているプリセットのポイントを取得し、管理すること

ができます。あなたが特定のカメラからの一つの領域内に複数のスポットを監

視する必要がある場合に便利です。 
 

 
 
 
 

1. PTZ プリセットポイントを設定するには、「カメラ」ドロップ

ダウンメニューからカメラを選択し、「追加」をクリックします。 
 

 
 

2. 選択 「位置番号」ドロップダウンメニューから予め設定されたポイントの位

置番号と容易に識別するための「位置名前」フィールドで名前を入力します。 
 

 
3. つかいます プリセットポイントを設定し、必要に応じて「HOME」位置とし

ての位置を設定するには、設定ページで提供 PTZ 制御。 
4. クリック 設定を保存するには、「適用」。 



6.2.4 PTZ プリセットシーケンス 

あなたがカメラのために定義された複数のプリセットポイントを持っていたら、

それはそれらのプリセットポイント間のシーケンス表示を設定し、レコーダー

が自動的にあなたのためにそれらを切り替えるようにする監視するのに便利で

す。 
 

 
 
 

、カメラのプリセットシーケンスを設定するにはカメラ 『ドロップ

ダウンメニュー」からカメラを選択します』。 
 
 

可能なプリセットのポイントは、「カメラのプリセット」セクションに記載されてい

る必要があります。 
 
 

シーケンスの表示とプレスのためにあなたが好きなものを選んでください 「 - >」
それらの配列を調整するには、上下ボタンを使用し、その後、「位置の調整」

のセクションに移動するためのボタン。 
 
 

最後に、ドロップダウンメニューから、滞留時間を選択して設定を保存し、

「適用」をクリックします。 



6.2.5 E-地図 セッティング 
 
6.2.5.1 ローカルマップ設定 

ローカルマップ設定があります トリガイベントがあるときはいつでもユーザ

ーに警告機能は、地理的視点を有するカメラから（例えば、動きが検出され

ました）。この機能により、ユーザーはすぐに変わったイベントを検出し、

どこでこのイベントが起こっているしていたカメラを識別することができま

す。この関数は、結果として、異常なイベントが発生したときに、ユーザー

が必要なすべての措置をとることができます、イベント検出機能だけでなく、

録音機能を組み込むことによって動作します。 

 
 
 

マップを交換するには、ローカル PC から新しいマップイメージファ

イルを検索し、「アップロード」をクリックし、「参照」ボタンをク

リックしてください。 
 

 



そして、その場所を定義するためにカメラを移動するためにカメラのアイコンをクリ

ックしてドラッグします。 
 

 
 

右上隅のメニューから、E-Map のモニタページにアクセスします。 
 

 
 

NVR は、カメラのいずれかからトリガしたイベントを受信すると、その動画

は E-地図上に表示され、あなたはそれを拡大するには、ビデオをダブルクリ

ックすることができます。 
 
 
 
 

 



6.2.5.2 Google マップの設定 
 

Google マップモニターは、前述と同様の機能です 
E-Map のモニタ。 あなたが別の場所から複数のカメラを管理している場合に便利で

す。 
 

 
 
各カメラの位置を設定するには、まずあなたは地図上にカメラを配置

したい場所を決定。あなたはそうすることによって行うことができま

す。 
1. 地図上のズームコントロールバーを使用して、より小さな面積にズームイン 
2. マウスのスクロールボタンを使って、より小さな面積にズームイン 

 

 
 

あなたも行くことができます 「住所や興味のある場所」欄にそのアドレスや場所の名

前を入力して、マップ上の特定の場所に： 
 
 



 



場所が決定されたら、目的の場所に移動するためにカメラのアイコンをクリックして

ドラッグします。 
 
 
 
 
 
 

* アイコンをクリッ

クしてドラッグしま

す  その場所を再配

置します 
 
 
 
 
 

Google マップモ
ニターが必要で

す 
アクティブ インターネット接続と通常の E-Map のモニタ機能と組み合わせて使用す
ることはできません。 
• あなたはどこかをクリックすることができます マップと、マウスの左ボタンを押

したまま 
マップ自体を移動するためにドラッグします 

 
あなたはできる その後、上部のメニューから Google マップモニターにアクセスしま

す。 
 

 



6.3 イベントの構成 
「イベント設定」セクションには、ユーザーがその条件を定義することができます 
その、イベントを構成

します 
トリガー・アクションに対応し、それがときになります 

トリガ。このような設定は、管理オーバーヘッドを削減し、それが必要だ

場合にのみ、管理者に通知することができます。 

6.3.1 一般設定 
イベントがトリガされたときの一般的な設定セクションでは、イベントが

トリガされ、対応するアクションは、イベントがトリガされたときにどの

くらいの頻度は、迅速に設定することができます。 
 

 

一般的な設定を定義することで、イベントの設定を開始します。 
 

ときにイベントの定義 トリガされます。 
• 「唯一の中に...」「常に」を選択するか、下 「イベントトリガー期間」。 
• 「唯一の中に...」オプションでは、check-ボックスを使用して、日を選択

し、次にイベントのトリガ機能を有効にすることを希望「開始時間」と

「終了時間」フィールドに、当時の時間範囲を定義。 
 

どうやって 多くの場合、イベントがトリガされます 
• イベントがトリガされる頻度を定義するには、「イベントトリガー間隔」

の下で、時間間隔を設定します。 
 

トリガーアクション 
今 あなたが定義したイベントのトリガ期間と間隔を持っていることを、イ



ベントトリガーの間に取られるべきアクションを選択します。 
 
 

• 選んでいいですよ レコーダーを持っているの最初の数フレームを送信 



イベント時にビデオレコーダがあります トリガ。 
• また、レコーダーが出て送信するように選択することができ 電子メールま

たは TXT ファイル形式で警告メッセージと運命の FTP サーバにアップロー

ドします。 
 

6.3.2 I / O の設定 
 

この機能は、ユーザーがカメラのデジタル入力を管理するために、右のレ

コーダーからのポートを置く OUT-ことができます。あなたは、セットアッ

プレコーダーは、レコーダーやカメラの出力ポートに接続されているアラ

ームとして特定のカメラの入力ポートから ceive トリガを再し、デバイスを

トリガすることができます。組み込まれていませんデジタル入力/出力ポー

トカメラはまた、レコーダーの DI / DO ポートとペアリングするように構成

することができます。 
 

 
 
 

1. 物理的なデジタル入力ポートが付属してカメラの場合、そのポートは、左

端のドロップダウンメニューに表示されます。 
2. I / O マッピングのための所望のチャネルを選択し、次にカメラの入力ポー

トを選択 ドロップダウンメニューから。 
3. 「条件」ドロップダウン・メニューからトリガ条件を選択します。 
4. 選択 レコーダーの入力ポートは、あなたもイベントトリガーのためにレコ

ーダーの入力ポートを使用したい場合。そして、同様のトリガ条件を選択

します。 
5. 次、 レコーダーの出力ポートおよびトリガー・アクションを選択します。 
6. 最後に、トリガー期間を定義します。 

 

レコーダーを使用すると、イベントの受信やトリガーするためのカメラの入力また

は出力ポートとレコーダー自体をペアリングできるようにする方法で、カメラの入

力または出力ポートを制御しません。 
 
レコーダは、カメラとレコーダとの間の入力/出力ポートをペアリングするための媒

体として作用します。 
 
のみ接続されているカメラは、リストに表示されます。 

 
一部のカメラは、唯一のトリガ・ソースを許可します 例えば、一度に設定することが次

の場合 
カメラは、動体検知機能を持っています そのデジタル入力は、オンします 
無効およびその逆します。イベント・トリガ・ソースとしてカメラのデジタル入力



ポートを使用するように設定している場合、このような状況下で、あなたは「イベ

ント設定」>>「イベントトリガー」設定ページの下にこのカメラのトリガ・ソース

として動き検出を選択することができません。 



6.3.3 イベント・サーバー 

イベント・サーバは、 イベントトリガーのアクションで使用します。カメ

ラまたはディスクの障害によって検出異常な動きの場合、レコーダは、構

成に応じ宛てイベント・サーバーに許容される形式（画像/ TXT）で通知を

送信することができます。 

設定 FTP サーバ 
 

 
FTP サーバーを追加するには、 

 
1. 与えることによって開始します あなたがレコーダーに追加されているサー

バーへの名前。 
2. ホスト名または FTP サーバーの IP アドレスを入力します。 
3. FTP サーバー（通常はポート 21）の通信ポートを入力します。 

 

 
 

4. 入る FTP サーバのユーザ名とパスワードは、それが必要なら 
5. チェック これは必須です場合は、「パッシブモードを使用」または

それが未チェック、アクティブモードを使用するようにしておきます。 
 
 

 



 
6. クリック すべての情報が正しく入力されると、FTP サーバへの接続が正常

に確立することが可能かどうかを確認するために「テスト」。 



7. クリック 設定を有効にするために、「適用」。 
 
 
 
 
 
 

あなたが/編集/削除を有効/ FTP サーバを無効にしたい場合は、プロファ

イルリストから 1 つを強調表示し、対応するアクションボタンを選択しま

す。 
 
 

 
 
 
 

設定 SMTP サーバー 
 

 
1. ホスト名または SMTP サーバの IP アドレスを入力します。 
2. SMTP サーバーのポートを入力します。 
3. 「送信者名」フィールドに、送信者の名前を指定します。 
4. 入る 送信者の電子メールアドレス。 
5. チェック「認証を有効にする」と入力します。 ユーザ名と SMTP サーバ



ーの pass-言葉と、それには認証が必要です。 
6. クリック 設定を保存するには、「適用」。 



6.3.4 イベントトリガ 

我々は持っています イベントがトリガされる方法を定義し、そのサーバは、

前の 2 つの節で通知を受け取ることになる終え、今は設定して、イベントの

設定を仕上げることができます。 
 

.which チャンネルは、イベントトリガ機能が有効になっています。 

.What は、イベントであると考えられています。 

.Where 警告がに送信され、それらがどのように送信されます。 
 
 

 
 
 
 
 

イベントトリガーを有効にするチャンネルを選択し、イベントのどの種類がトリガ

されなければなりません。 
 

所望のチャネル上のイベントトリガを有効にするチェックボックスを.USE。 
 
 

 
 

。イベントは通知を送信するためにレコーダーをトリガすべき

システムの定義 

 



。通知が送信されますと、彼らはに送信される場所方法を定義します。 
 

 
 
 

*イベントのトリガは、UPnP ポートフォワーディングは」NVR とルー

タの両方で有効にされるまで、ローカルネットワークの外またはインタ

ーネット上に置かれたカメラのために動作しない場合があります。 



6.4 録音 コンフィギュレーション 

「記録の構成は、」ユーザーに記録が行われ、いつどのように全体を制御

し、各チャンネルで行わレコーディングの異なる種類の品質を提供します。

それは、調整可能な録画フレームレートを持つ必要がありますときにのみ

記録を行うことにより、十分なシステムリソースで動作するレコーダーを

助けることができます。 
 
6.4.1 一般設定 

 
あなたは定義することができます 「一般設定」で、次の 

 

。 プリアラーム/ポストアラーム記録長  

。 録画フレーム レート  
。 定義 必ず事前にデータの日数を維持します 記録 

。 有効/異なる記録を無効にします 異なるカメラの種類 
。 有効/オーディオ録音を無効に 

 

 
 
 
 
 
 
 

「記録バッファ」は、ユーザがイベントの記録のために、「プリアラーム」

と「ポストアラーム」の時間を定義することができます。「プリアラーム」

の時間は、イベントがトリガされたときに、事前に記録するために NVR を

設定します。「ポスト・アラーム」の時間は、イベントトリガが終了した後、

一定時間記録を継続する NVR を設定します。 
 

*「プリアラーム」機能「連続」
記録をも活性化されたときにのみ
動作します。 

 
 

録画フレームレートは、ことができます 記録の代わりに一つだけフレーム



レートでの記録の種類ごとに異なるフレームレートを設定します。ドロッ

プダウンメニューを使用して、特定の記録方式のための事前定義されたフ

レームレートのいずれかを選択します。 



 

 
 

また、ユーザーが設定することができます 下記のオプションを有効にする

ことで、記録データの日数の前の数を維持します。これはかなり頻繁に、

このような特定の国を常に記録データの日数の最小以前の数を維持するた

めに必要な銀行業務などのアプリケーションで使用されています。 

 
* このオプションが有効になっている場合、ハードドライブがいっぱいにな
ると、リサイクル機能は、起動しますが、それはここで定義された記録デ
ータの日数は、一度にデータの 20 ギガバイトを一掃するのではなく、ハー
ドドライブに滞在することを保証します。 

 
* ハードドライブがいっぱいでない場合は、NVR の一日二回（2:30 am か
ら 2:30 pm にそれぞれ）、後方の時間のこれらの 2 つの特定のポイント
から記録データの日数の定義された数を維持するために再計算されます。 
下部のセクションでは、任意のチャンネル上の特定の記録方式またはオフ
にすることができます。 

 

「カメラの録画設定」セクションでは、任意のチャンネル上の特

定の記録方式またはオフにすることができます。 

 
 

ザ・ ページの下部のセクションでは、特定のチャンネルの音声記

録（レコードのみビデオ）を無効にすることができます。 

 



6.4.2 スケジュール録画 

ここでは、 全チャンネルのスケジュール記録の時間範囲を定義することができます。 
 

 
 
 

スケジュール録画を設定するには： 
 

1. つかいます 「カメラ」ドロップダウン・メニューとは、最初のカメラを選択しま

す。 

 
2. あなたは使用することができます スケジュールテーブルは、時間範囲を

設定します。電池ボックスをクリックし、次にカーソルを水平にあなたが

一日中の記録を実行するためにどのような時間に設定することができます

移動。クリックして移動する垂直あなたが特定の時間に記録を行うために

何日に設定することができます。 
 

 
 

* 各セルのボックスには、時間の 15 分を表します。 連続して記録を省略

するために、1 つの以上のボックスをクリックしてください。 

3. また、使用することができます 時間範囲を記録する代わりに、タイムテ

ーブル上のいずれかによって、セルボックス 1 をクリックして定義する

「クイック設定」。単にあなたが記録を行うと「終日」を選択するか、特

定の録画時間の開始時刻と終了時刻を入力するかによって、記録時間を指

定したいものを日を確認してください。 



 



4. 選択 あなたが別のカメラに同じ再 cording スケジュールを設定したい

場合はオプション「へコピー」。 
 

 
 
 

6.5 システムオプション 
システムオプションは、ユーザーがシステム全体の状況を一目を提供し、

ユーザーは、そのようなファームウェアのアップグレードなどのメンテナ

ンス作業を行う.etc ... /デバイスの設定や再起動デバイスのバックアップを

復元することができます。 
 
6.5.1 デバイス情報 

 
「デバイス情報」は、ファームウェアのバージョン、システム時間とデバ

イスの一般的な情報を提供します。また、現在のネットワーク設定とステ

ータスの情報を提供します。 
 

 
 

6.5.2 ログとレポート 
「ログとレポートは、」続けます 何の記録は、デバイスに起こっおよびト

ラブルシューティングのための基本的な情報を提供しています。 
 



 



6.5.3 メンテナンス 
 

「メンテナンス」へのユーザーのための機能を提供します。 
。必要なときに NVR を再起動します。 
。NVR から直接カメラを再起動します。 
。ファームウェアのアップグレードを実行します。 
。ローカルハードドライブへのバックアップ NVR の設定。 
。以前に保存した設定ファイルから NVR の設定を復元します。 
。工場出荷時のデフォルト値に NVR の設定をリセットします。 

 

 



リブート NVR 

あなたがアップロードした後 NVR-1610 を再起動します 新しいファームウ

ェア。新しいファームウェアを有効にするには、手動でシステムを再起動す

る必要があります。このようなプロセスは、新しいファームウェアがレコー

ダーにロードされた後、システムが自動的に再起動しません原因 BE-中断取

得から記録を防止するであろう。 
 

単に「再起動」をクリックしてください 再起動プロセスを開始し、アクションを確認

します。 

 
 
 

再起動プロセスが表示されなければならないし、それが完了した後、あなた

は、「メンテナンス」ページに戻ってプロンプトが表示されなければなりま

せん。 



リセット 工場出荷時に NVR 

バック工場出荷時にレコーダーをリセットするには、「デフォルト」ブ

トトンをクリックしてプロセスを開始します。 
 

 
 
 

プロセスが表示される必要がありますし、バックプロンプトが表示されな

ければなりません 「メンテナンス」ページにそれが完了した後。 



6.5.4 ステータス DO 

あなたは NVR デジタル出力ポートの現在の状態を取得することができる場所で

す。また、このページから自分のステータスを変更することができます。 
 

 
 
 
6.5.5 ディスクステータス 

 
「ディスクステータスは、」あなたは現在 NVR にインストールされているハー

ドドライブのより詳細な情報を提供します。 
 

 



6.5.6 UPS の設定 

NVR の DI に UPS を接続する/との間で信号を送受信するためのポート DO 
UPS と NVR。NVR の DI への RS-232 インターフェイスと UPS を接続するに

は、以下の図を参照/ポート DO。 
 
 

NVR 停電があった場合、UPS からの信号を受信し、一定の期間内に自動的にシ

ャットダウンすることができます。 
 

 
 
 

その RS-232 インターフェースで UPS を接続します NVR の 10 ポートへ： 
 

 
 

* NVR は、UPS システムからの信号を受信する DI_1 を使用し、それをシャット

ダウンする DO_1 を使用します。 
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